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街を再生し勝ち 

名乗りを受けたい 

はっけよい残った 

◆今年の立侵武多は◆ 
ぐん 

麟
月
騒
麓
 

ト
麟
警

ノ
弘
」
 

亨霧h総会 
」
て

『
、、、
、、
、
、
、
 

成
田
市
長
に
目
録
を
渡
す
平
山
会
長
 

或喜ミ 

今
年
の
夏
に
出
陣
す
る
立
侯
武
多
の

下
絵
が
完
成
、
成
田
市
長
か
ら
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
題
材
は
「軍
配
」
、江
戸
時

代
の
相
撲
の
行
司
が
こ
れ
か
ら
始
ま
る

取
り
組
み
の
行
方
を
見
据
え
軍
配
を
持

っ
て
い
る
姿
に
本
年
の
テ
ー
マ
 
「再
生

へ
の
挑
戦
」
を
託
し
ふ
る
さ
と
を
愛
す

る
力
で
街
を
再
生
し
勝
ち
名
乗
り
を
受

け
た
い
と
の
思
い
を
込
め
た
力
作
で
す
。
 

今
年
の
夏
は
「
親
子
の
旅
立
ち
」
、
 

「鬼
が
来
た
」
と

一
緒
に
三
台
が
運
行

さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
 「親
子
の
旅
立
ち
」
な
ど
の

立
侯
武
多
を
作
り
、
全
国
に
ア
ピ
ー
ル

し
た
「
立
候
武
多
を
つ
く
る
会
」
 
（平

山
誠
敏
会
長
）
が
三
月
二
十
九
日
、
ホ

テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原
に
お
い
て

の
総
会
で
五
所
川
原
に
お
け
る
立
候
武

多
の
基
盤
づ
く
り
を
終
え
た
と
し
て
解
 

ぐ
 

散
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
な

ど
の
寄
付
を
基
に
作
ら
れ
た
立
侯
武
多

や
台
車
な
ど
は
市
に
寄
贈
さ
れ
、
今
後

の
製
作
や
運
行
は
市
観
光
協
会
（
寺
田

春
一
会
長
）
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。
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市
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（
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春
一
会
長
）
に
引
き
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が
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ま
す
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今
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の
夏
に
出
陣
す
る
立
候
武
多
の

下
絵
が
完
成
、
成
田
市
長
か
ら
発
表
さ

れ
ま
し
た
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題
材
は
「
軍
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」
、
江
戸
時
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の
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こ
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2 平成12年 4 月15日 

た
だ
今
交
通
死
亡
事
故
ゼ
口
 

百
三
十
五
日
間
（
四
月
五
日
現
在
）
継続
中
 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動市
民
総
決
起
大
会
 

五
所
川
原
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会

（会
長
・
成
田
市
長
）
で
は
、
四
月
六
日
、
 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
市
民
総
決
起
大
会
を
中
央
公
民
館
で
行
い
、
市
民
約
一
一

百
人
が
参
加
し
市
民
ぐ
る
み
で
交
通
安
全
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
 

交
通
事
故
犠
牲
者
に
対
す
る
黙
藤
の
後
、
成
田
会
長
が

「市
民
一
丸
と
な
っ
て

交
通
安
全
運
動
を
展
開
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
川
村
隆
五
所
川
原
警
察
署

長
が
 「た
だ
今
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
が
百
三
十
五
日
で
継
続
中
で
す
。
今
後
と

も
息
の
長
い
運
動
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
ま
つ
し
ま

団
地
保
育
園
の
佐
々
木
心
平
く
ん
（
五歳
）と
長
内
あ
す
の
ち
ゃ
ん
（
五歳
）
が
 「
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
道
路
で
は
絶
対
遊
び
ま
せ
ん
」
と
大
会
宣
言
を
し
、
交
通
安
全

の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。
ま
た
、
市
で
は
新
入
学
児
童
に
対
し
黄
色
い
安
全
帽
を

贈
り
、
事
故
の
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。
 

救
急
活
動
に
新
戦
力
 

新
型
救
急
車
が
配
備
さ
れ

大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
 

五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
合
で
は

新
型
の
救
急
自
動
車
を
五
所
川
原
消
防

署
東
分
署
に
配
備
し
ま
し
た
。
 

同
救
急
車
は
、
三
月
十
七
日
ご
し
よ

が
わ
ら
市
農
協
を
通
じ
て
、
県
共
済
農

業
北
同
組
合
連
合
会
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

し
の
で
す
。
 

救
急
業
務
に
携
わ
る
救
急
隊
員
の
一

人
で
あ
る
三
ヒ
消
防
司
令
補
は
、「常
に

迅
速
か
つ
適
切
な
処
置
が
求
め
ら
れ
様

々
な
訓
練
を
昼
夜
を
間
わ
ず
行
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
で
交
通
事
故
や
高
齢
化

に
伴
う
急
病
人
の
発
生
な
ど
救
急
業
務

の
充
実
強
化
に
大
い
に
役
立
ち
ま
す
」
 

と
配
備
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
 

看
護
婦
・
士へ
の
第
一
歩
 

五
所

川
原
市
立
 

高
等
看

護
学

院
入
学

式
 

九
所
川
原
市
立
高
等
看
護
学
院

（
山

形
明
義
学
院
長
）
の
入
学
式
が
四
月
七

日
、
同
校
で
行
わ
れ
三
十
五
人
の
学
生

が
看
護
婦
・
士
を
目
指
し
新
た
な
ス
タ
 

ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
 

式
で
は
、
山
形
学
院
長
が

「看
護
は

思
い
や
り
の
心
を
も
っ
て
接
し
て
く
だ

さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
、
成
川
市
長
が
 

「
三
年間
の
道
程
に
は
つ
ら
い
こ
と
や

苦
し
い
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、
こ
れ
を

乗
り
越
え
た
喜
び
は
か
け
が
え
の
な
い

も
の
で
す
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
在
校
生
の
歓
迎
の
言
葉
が
贈

ら
れ
た
後
、
新
入
生
を
代
表
し
湊
瑞
恵

さ
ん
が

「全
員
で
力
を
合
わ
せ
実
り
多

い
学
院
生
活
を
送
り
ま
す
」
 と
誓
い
、
 

看
護
婦

・
士
へ
の
第
一
歩
を
歩
み
だ
し

ま
し
た
。
 

善
意
の
花
か
ご
 

ー
ど
う
も
あ
り
がと
う
ご
ざい
ま
し
た

ー
 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
五
所
川
原
（
藤

田
初
江
会
長
）
廿
三
万
円
。
 

〇
津
軽
三
味
線
滝
栄
会
（
大
邑
滝
雄
代

表
）
廿
三
万
五
千
九
百
六
十
三
円
。
 

o

西
北
五
青
年
の
船
の
会
（
中
村
英
康

会
長
）
廿
寄
付
一
万
八
百
五
十
円
 

茶
国
凧
揚
げ
大
会
チ
ャリ
ー
百
ー
益
金）
。
 

⑥
五
所
川
原
市
へ
 

O
日
本
の
凧
の
会
大
阪
支
部
（
橋
本
正

夫
会
長
）
大
阪
府
大
東
市
諸
福
一

ー
 

九
九
ー
三
廿
四
千
八
百
十
円
 

（
全国
凧
揚
げ
大
会
の
益
金
と
し
て
）
。
 

〇
佐
川
急
便
五
所
川
原
店
（
荒
川
治
所

長
）
廿
交
通
安
全
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル

二
百
四
十
部
（
新
入
学
生
児
童
の
教

材
と
し
て
）
。
 

⑨
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

o

藻
川
民
謡
む
つ
み
会
（
外
崎
武男
代

表
）
廿
慰
間
（
十
八
名
に
よ
る
歌
・

踊
り
・
三
味
線
演
奏
）
、寄
贈
（
ジ
ュ
 

ー
ス
五
十
四
本
）
。
 

〇
木
造
町
山
百
合
会
（
柏
谷
ミ
キ
ェ
代

表
）
廿
慰
問

（
十
二名
に
よ
る
歌

・

踊
り
）
、寄
贈
（
卵
八
十
個
）
。
 

平
成
1
2年
1
0月
1
日
（
日）
 

「道路をわたるときは、右見て左を見てからわたり、 

お父さんお母さんの言うことをよく守ります」 と宣

言する佐々木心平くん（左）と長内あすのちゃん 
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、
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国
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安
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運
動
市
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総
決
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大
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を
中
央
公
民
館
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行
い
、
市
民
約
二

百
人
が
参
加
し
市
民
ぐ
る
み
で
交
通
安
全
連
動
を
展
開
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
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、
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守
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道
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は
絶
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遊
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ま
せ
ん
」
と
大
会
宣
言
を
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、
交
通
安
全

の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。
ま
た
、
市
で
は
新
入
学
児
童
に
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し
黄
色
い
安
全
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贈
り
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故
の
防
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に
努
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て
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ま
す
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〃
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
合
で
は

新
型
の
救
急
自
動
車
を
五
所
川
原
消
防

署
東
分
署
に
配
備
し
ま
し
た
。

同
救
急
車
は
、
三
月
十
七
日
ご
し
よ

が
わ
ら
市
農
協
を
通
じ
て
、
県
共
済
農

業
共
同
組
合
連
合
会
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

も
の
で
す
。

救
急
業
務
に
携
わ
る
救
急
隊
員
の
一

人
で
あ
る
三
上
消
防
司
令
補
は
、
「
常
に

迅
速
か
つ
適
切
な
処
置
が
求
め
ら
れ
様

々
な
訓
練
を
昼
夜
を
問
わ
ず
行
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
で
交
通
事
故
や
高
齢
化

に
伴
う
急
病
人
の
発
生
な
ど
救
急
業
務

の
充
実
強
化
に
大
い
に
役
立
ち
ま
す
」

と
配
備
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

救
急
活
動
に
新
戦
力
看
護
婦
士
へ
の
第
一
歩

新
型
救
急
車
が
配
備
さ
れ

大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す

五
所
川
原
市
立

高
等
看
護
学
院
入
学
式

五
所
川
原
市
立
高
等
看
護
学
院
〈
山

形
明
義
学
院
長
）
の
入
学
式
が
四
月
七

日
、
同
校
で
行
わ
れ
三
十
五
人
の
学
生

が
看
護
婦
・
士
を
目
指
し
新
た
な
ス
タ

ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

式
で
は
、
山
形
学
院
長
が
「
看
謹
は

思
い
や
り
の
心
を
も
っ
て
接
し
て
く
だ

さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
、
成
田
市
長
が

「
三
年
間
の
道
程
に
は
つ
ら
い
こ
と
や

苦
し
い
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、
こ
れ
を

乗
り
越
え
た
喜
び
は
か
け
が
え
の
な
い

も
の
で
す
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

ま
た
、
在
校
生
の
歓
迎
の
言
葉
が
贈

ら
れ
た
後
、
新
入
生
を
代
表
し
湊
瑞
恵

さ
ん
が
「
全
員
で
力
を
合
わ
せ
実
り
多

い
学
院
生
活
を
送
り
ま
す
」
と
誓
い
、

看
護
婦
・
士
へ
の
第
一
歩
を
歩
み
だ
し

ま
し
た
。
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h一・

【
善
意
の
花
か
ご
】

～
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
～

◎
社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
五
所
川
原
〈
藤

田
初
江
会
長
）
’
三
万
円
。

○
津
軽
三
味
線
滝
栄
会
（
大
邑
滝
雄
代

表
）
Ⅱ
三
万
五
千
九
百
六
十
三
円
。

○
西
北
五
青
年
の
船
の
会
〈
中
村
英
康

会
長
）
Ｉ
寄
付
一
万
八
百
五
十
円

（
全
国
凧
揚
げ
大
会
チ
ャ
リ
一
万
Ｉ
益
金
）
。

◎
五
所
川
原
市
へ

○
日
本
の
凧
の
会
大
阪
支
部
（
橋
本
正

夫
会
長
）
大
阪
府
大
東
市
諸
福
一
‐

九
九
‐
三
’
四
千
八
百
十
円

（
全
国
凧
揚
げ
大
会
の
読
金
と
し
て
）
。

○
佐
川
急
便
五
所
川
原
店
〈
荒
川
治
所

長
）
Ｉ
交
通
安
全
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル

二
百
四
十
部
（
新
入
学
生
児
童
の
教

材
と
し
て
）
。

◎
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ぐ
る
み
園
へ

○
藻
川
民
謡
む
つ
み
会
（
外
崎
武
男
代

表
）
Ｉ
慰
問
（
十
八
名
に
よ
る
歌
・

踊
り
・
三
味
線
演
奏
）
、
寄
贈
（
ジ
ュ

ー
ス
五
十
四
本
）
。

○
木
造
町
山
百
合
会
（
柏
谷
ミ
キ
エ
代

表
）
１
慰
問
（
十
二
名
に
よ
る
歌
・

踊
り
）
、
寄
贈
（
卵
八
十
個
）
。

癖
堀
荊
川
塀
、
吟
鮒
の
」
’

平
成
枢
年
刊
月
１
日
（
日
）

９
月
下
旬
か
ら
狽
葦
員
が
お
う
か
が
い
い
た
し
ま
す
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錫眺 あなたの地区の行政連絡員を 

 

任期2年。あなたと市を結ぶ181人が決まりました。 平成12年 4 月 1 El現在（敬利旧討 

五所川西 頁北地区 一 ッ 谷 A 伊南 裕康 梅 	田 竹谷 英利 飯 詰 地 区 

寺町・岩木町 尾崎 一 ッ 谷 B 木村 静逸 ク 船越兼太郎 坂 	ノ 	上 長峰 勝義 

小 	曲 平川 	巌 一ッ谷団地 高橋 	優 中 	泉 倉内藤四郎 南 	新 長峰 政直 

沼 	田 金田 靖子 鎌 谷 町 竹谷 と く ク 今 	佐太郎 北新・中町 長峰 政雄 

錦 	町 上見 勝行 中 川 村 タ ケ 長 橋 地 区 新町・大町 中村 孝一 

新 宮 町 松本 一雄 鳥 	森 木村孝三郎 浅 	井 神山 伝助町・下町 船水 1券美 

新 	宮 原 	久美夫 田 園 町 大沢 拓三 福 	山 石岡 清一 大 正 町 封馬 順三 

若 葉 第 一 神 	雅宏 青 葉 町 伊藤 義美 ク 須郷 	昇 大 	日 	町 柳原 幸枝 

若 葉 第 二 三上 繊春 松島町1丁目 藤田善太郎 杉 派 立 中村 裕二 中 	下 
浜舘 由松 

若葉市営住宅 成田 敏子 松島町2・3丁目 野呂 	操 野 	里 石岡 昭蔵 南 	下 

若 葉 県 営 小野 っ 桑 松島町4丁目 木村清二郎 神 	山 松野 繁春 長 	坂 平山 正治 

末 広 町 小野 清茂 松島町5丁目 阿部 良ー 松 野 木 仙庭 	祐 曙 	町 岡田 	III，正 

柏 原 町 境 	勇造 松島町6 丁目 白 川 久夫 福 	岡 片岡 昭夫 興隆・朝 日 木村 	孝 

幾 島 町 江良善五郎 松島町7丁目 浅見 則昭 若 	山 清野 光郎 下 岩 崎 其田 	茂 

」二 平 井 町 気田 勝治 松島町8丁月 新岡みよ志 石 	田 坂 斉藤 修ー 五 本 松 
中谷 員瑳夫 

平 井 町 津川 武雄 本 	町 葛西 昭雄 戸 	沢 川」山 正昭 北 下 派 立 

中 平 井 町 片岡 敬章 川 	端 町 毛内 政一 豊 	成 工藤 	一 下 	村 今 	賓 

十 川 	町 西村 喜美 五所川E 頁栄地区 ー七 和 地 区 上町・寺町 油谷 清吉 

下 平 井 町 磯過 勇 司 湊 平山 蒲助 高 	野 福士 	茂 三 好 地 区 
ク 木村嘉四雄 み 荒谷 嘉雄 ク 堀内 秀一 鶴 	ケ 	岡 長尾 義勝 

さ っ き 町 野上 修三 姥 	適 木村三四郎 ク 福士由五郎 ク 小野寿―郎 

敷 島 町 木村 宜弘 猫 	測 藤田 泰三 前 田 野 目 今 	一雄 ク 開米仁次郎 

雛 	田 平山 昭三 三 増沢 市雄 ク 斉藤仁右衛門 上 藻 川 太田 辰男 

東 雲 町 蝦名 麗子 稲 	実 工藤 繁雄 持 子 沢 山内 鉄雄 下 藻 川 一戸 慶喜 

旭 	町 一戸 麗子 中 加藤 泰一 羽 野 木 沢 宮崎 孝治 ク 竹谷 	繁 

束 	町 木村 正友 稲 実 団 地 エ藤とみ子 原 	子 柳原政次郎 ク 川浪 	登 

布 屋 町 角 田 	保 米 	崎 工藤美智子 み 伊藤 俊彦 高 	瀬 田中 長作 

弥 生 町 小野 潤子 柳 	沼 野宮 浩幸 俵 松由奥七郎 福 	井 小笠原ー郎 

大 	町 高橋 睦彦 広 	田 工藤 忠市 松 島 地 区 中 川 地 区 

西 若 葉 坂本 恵子 ク 葛西 松男 吹 	畑 木村 博一 上 	川 	山 秋田 平内 

ニュータウン新宮 小野 晴夫 藤 浦 団 地 平山字津美 唐 笠 柳 Uiロ 雅彦 中 	川 	山 藤森竹太郎 

若 葉 苑 伊藤不二男 光 ケ 	丘 須藤 博幸 石 	岡 一戸 正雄 下 	川 	山 藤森栄次郎 

蘇 	鉄 工藤 一二 みなみ広田 今 	兼博 水 野 尾 小田桐秀寿 沖 飯 詰 岩崎 慶作 

五所川罵 巨南地区 広 	平 白 川 正則 ク 太田 金作 桜 	田 笠井 	強 

第 柳 町 鶴谷廉之助 七 	ッ 	館 f，苫西 	繁夫 漆 小田桐幸雄 中 	泊 小野武三郎 

第 柳 町 木村 俊夫 ク 葛西喜美雄 ク 渋谷 哲蔵 種 	井 奈良岡吉春 

成 田 町 蒔田 光明 雇用促進住宅 新谷由美子 太 刀 打 山形 隆一 田 奈良 孝男 

元 	町 岩川 恒夫 みどり町1・2丁目 神 	兼義 桃 	崎 後藤 	満 毘沙門・長富地区 
田町・栄町 須郷 定一 みどり町2丁目 斉藤 シゲ子 尻 	無 新谷 良昭 毘 沙 門 蝦名 健治 

ク 長内忠次郎 みどり町3丁目 小野 栄子 ― 野 坪 小野 正敏 ク 杉山ャチョ 
日 の 出 町 

西村 速雄 
みどり町4丁目 秋日］ 	実 石 	畑 対馬 亮― 旭 	・ 	新田 太田 金男 

不 魚 住 みどり町5丁目 古川 弘美 前適・中村 小野 真裕 中 	崎 北川 和夫 
平 和 町 秋田谷武夫 みどり町6丁目 柾木 晶子 ，馬 	性 木村 文蔵 共 	栄 山 口 由 光 

ク 秋田 善七 みどり町7丁目 赤城 幸雄 野崎・金山 高橋 義美 中野・川端 杉山 カ ッ 
湊 団 地 吉井 善一 みどり町8丁目 本荘 栄造 田 	中 小野 正清 上 長 富 増田 光信 
八 	重 	菊 藤 W 	保 虫 	流 畠 IIl 	三郎 悪戸・宮田 高橋 義正 東 長 富 中元武三郎 
はるにれ町 小笠原 	勲 ひがし光ケ丘 阿部 悦子 川 	代 	田 工藤 満男 中 長 富 斉藤 秀成 
千 成 田正太郎 梅 沢 地 区 米 	田 対馬勝四郎 下 長 富 松川 滑美 
新 	町 封馬 昭文 梅 	田 成 田 嘉雄 二 本 柳 千田 	剛 

3 平成12年 4 月15日 
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五所川原北地区

寺町・岩木町

小曲

沼田

錦町

新宮町

新宮

若葉第一

若葉第二

若葉市営住宅

若葉県営

末広町

柏原町

幾島町

上平井町

平井町

中平井町

十川町

下平井町

〃

さつき町

敷島町

雛田

東雲町

旭町

東町

布！

弥生町

大町

西若葉

ニュータウン新宮
『
一
剣

師

五所川原南地区

第一柳町

第二柳町

成田町
一

うじ 町

田I1l]-栄町

〃

日の出町

不魚住

平和町

〃

L一

湊 団地

八頭菊

はるにれ町

千鳥

新町

葉
÷9●

ﾀu

鉄

町

尾I崎

平川巌

金田靖子

上見勝行

怯本一雄

原久美夫

神 稚宏

三上鎌春

成田敏子

小野つゑ

小野清茂

境勇造

江良善五郎

気田勝治

津川武雄

片岡敬章

西村喜美

磯遥勇司

木村嘉四雄

野上修三

木村宜弘

平山昭三

蝦名麗子

一戸麗子

木村正友

角田保

小野潤子

高橘睦彦

坂本恵子

小野晴夫

伊藤不二男

工藤一二

鶴谷廉之肋

木村俊夫

田光明

岩川恒夫

須郷定一

長内忠次郎

西村速雄

秋田谷武夫

秋田善七

吉井善一

藤田保

小笠原 勲

成田正太郎

劉馬昭文

一ツ谷A

一ツ谷B

一ツ谷団地

鎌谷町

〃

烏森

田園町

青葉町

松島町1丁目

松島町2.3丁目

松島|町4丁目

松島町5丁目

松島町6丁目

松島町7丁目

松島町8丁目

本町

川端町

五所Jl

湊

〃

姥 施

猫測

三ツ谷

稲実

〃

稲実団地

米崎

沼柳

広田

〃

藤浦団地

光ケ丘

みなみ広田

広平

セツ館

〃

雇用促進住宅

みどり町1-2T目

みどり町2丁目

みどり町3丁目

みどり町4丁目

みどり町5丁目

みどり町6丁目

みどり町7丁目

みどり町8丁目

虫流

ひがし光ケー丘

梅沢地区

梅田

I原栄地区

須藤博幸

今兼博

白川］

葛西＃

蔦西喜美雄

新谷由美子

神兼義

斉藤シゲ子

小野栄子

秋田実

古川弘美

柾木晶子

赤城幸雄

本縦栄造

畠山三郎

成田

伊南裕康

木村静逸

高橋優

竹谷とく

川村タケ

木村孝三郎

大沢拓三

伊藤義美

藤田善太郎

野呂操

木村清二郎

阿部良一

白川久夫

浅見則昭

新岡みよ志

葛西昭雄

毛内政一

平山禰助

荒谷嘉雄

木村三四郎

藤田泰三

増沢市雄

工藤繁雄

加藤泰一

工藤とみ子

工藤美智子

野宮浩幸

工藤忠市

葛西松男

平山宇津美

1部‘悦子

昏雄

夫

梅 田

〃

中泉
〃

長橋地区

浅井

福山

〃

杉派立

野里

神山

松野木

福岡

若山

石田坂

沢戸

豊成

七和地区
吉
向 野

〃

〃

前田野目

〃

待子沢

羽野木沢

原子

〃

俵 元

松島地区

吹畑

唐笠柳

石岡

水野尾

〃

漆川

〃

太刀打

桃崎

尻

一野坪

石畑

前適・中村

馬性

野崎・金山

田中

戸・宮田

川代田

米田
一
一 本柳

福士茂

力

ネ

今一雄

斉藤仁右術門

山内鉄雄

宮崎孝治
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J7圏鳳険畿緑険宥旨」⑩欧り扱い届②いて 
市では、①65歳以上の方（第1号被保険者）、 ②40歳以上65歳未満（第 2 号被保険者） 

で要介護認定を受けている方へ「介護保険被保険者証」を交付（郵送）いたしました。 

今回は、1.「介護保険被保険者証の取り扱い」 と 2.「介護保険の届出」についてお知 

らせいたします。 

なお、新たに65歳に到達された方には、その月中に交付いたします。 

1．介護保険被保険者証の取り扱い 
●保険証をうけとつたら、記載事項にまちが

いがないか確認しましよう。 

一‘ ●介護サービスをうけようとするときは、保

険証をもって市の担当窓ロに申請し、要介

護・要支援認定をうける必要があります。 

す。 
●認定をうけると、要介護度や、サービスを

適切に利用するために、本人やサービス提

供機関が気をつけることなどが記載されま

す。 
●介護サービスをうけるときは、サービス提

供機関に提出します。 

●認定の有効期間は原則6か月です。有効期

間を経過するとサービスがうけられません

ので、経過する60日前～30日前までの間に

市区町村に保険証を提出し、認定の更新を

うけましよう。 

●資格を失ったときは、すみやかに市区町村 

ー ノ＼返却します。 

●記載事項に変更があったときは、14日以内

に市区町村へ届け出をしましよう。 

●保険証の貸し借りはいけません。罰せられ

ます。 

2．介護保険の届出 
介護保険では、資格の取得や喪失の事実が

発生した日から、自動的に加入や脱退の手続

きが行われます。ただし、65歳以上の人（第 

1号被保険者）や要介護認定を受けている方

は、次のようなとき、本人または世帯主によ

る届け出が必要です。 

■こんなときには届け出を（保険証が必要です） 

14日以内に市区町村担当窓ロに届け出をし

ましよう。 

他の市区町村から転入したとき※ 

他の市区町村ノ＼転出するとき 

死亡したとき 

保険証をなくしたり、よこして使えなくなったとき 

氏名や世帯に変更があったとき 

同じ市区町村内で住所が変わったとき 
※要介護（要支援）認定をうけている（更新中も含む）人が転

入するときは、転出元の市区町村で交付された「受給資
格証明書」を添えて、転入先の市区町村ノ＼届け出ます。 

◆外国人がB5歳になったとき 

外国人登録を行つていて、日本にI年以上

滞在する外国人も介護保険の被保険者となり

ます。65歳になつたら市の担当窓口へ届け出

が必要です。 

介護保険に関する問い合わせ先 介護保険課 内線272・273 
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②@&②⑰箇偏⑬
介匿偲嘱鯛偲腫冒罷⑨取り扱いについて
市では、①65歳以上の方（第1号被保険者)、②40歳以上65歳未満（第2号被保険者）

で要介護認定を受けている方へ「介護保険被保険者証」を交付(郵送)いたしました。
今回は、1．「介護保険被保険者証の取り扱い」と2．「介護保険の届出」についてお知

らせいたします。

なお、新たに65歳に到達された方には、その月中に交付いたします。

2．介護保険の届出

介護保険では、資格の取得や喪失の事実が
発生した日から、自動的に加入や脱退の手続
きが行われます。ただし、65歳以上の人（第
1号被保険者）や要介護認定を受けている方
は、・次のようなとき、本人または世帯主|こよ
る届け出が必要です。

■こんなときには届け出を(保険証が必要です）
14日以内に市区町村担当窓□に届け出をし
ましょう。

1．介護保険被保険者証の取り扱い

●保険証をうけとったら、記載事項にまちが
いがないか確認しましょう。

●介護サービスをうけようとするときは、保
険証をもって市の担当窓□に申請し、要介
護・要支援認定をうける必要があります。
す。

●認定をうけると、要介護度や、サービスを
適切に利用するために、本人やサービス提
供機関が気をつけることなどが記載されま
す。

●介護サービスをうけるときは、サービス提
供機関に提出します。

●認定の有効期間は原則6か月です。有効期
間を経過するとサービスがうけられません
ので、経過する60日前～30日前までの間に
市区町村に保険証を提出し、認定の更新を
うけましょう。

●資格を失ったときは、すみやかに市区町村
へ返却します。

●記載事項に変更があったときは、14日以内
に市区町村へ届け出をしましょう。

●保険証の貸し借りはいけません。罰せられ
ます。

一
Ｌ

※要介護(要支援)認定をうけている(更新中も含む)人が転
入するときは、転出元の市区町村で交付された「受給資
格証明霧」を添えて､転入先の市区町村へ届け出ます。

◆外国人が65歳になったとき
外国人登録を行っていて、日本に1年以上

滞在する外国人も介護保険の被保険者となり
ます。65歳になったら市の担当窓ロへ届け出
が必要です。

【
Ｌ
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他の市区町村から転入したとき※

他の市区町村へ転出するとき

死亡したとき

保険証をなくしたり、よごして使えなくなったとき

氏名や世帯に変更があったとき

同じ市区町村内で住所が変わったとき
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下の図は五所川原市の救急医療体制図です。 

救 急 医 

●救急告示病院 2病院 

1醸難然鷲院 く→ 
＊白生会胃腸病院 ぐ二7 

制 ① 

住宅当番医 
（北五医師会へ委託事業） 

休日並びに12月四日～ 
翌年1月3日（1月1日は除く） 

ま加-17:加 

説
 
＼
覇

／
 
中
 

ぐ
 

発
ー

」
一
療五
語
努

式
 

体 

く→ 

救急医療体制② 

●病院輪番制参加病院 
＊市立西北中央病院 
＊医療法人白生会胃腸病院 

土曜日（祝日等除く｝13:加～翌朝8:幻 
休 日 	8:30-翌朝8:30 
夜 間 	17:叩～翌朝8:幻 

l 
救急医療体制③ 

（生死にかかわる重篇救急思者に くー 
割時間体制で対応） 

弘前大学付属病院 
救急救命センター 
（県立中央病院併設） 

	> 

く 

< 

回救急告示病院等 

【都道府県知事が救急病院等を定

める省令により告示した病院等】 

＊市立西北中央病院（費代35-3111) 
＊医療法人白生会胃腸病院 (公34-6111) 

⑥在宅当番医制事業 

【五所川原市内の医師会員が当番

を決め、休日の午前 9時から午後 

5時まで対応する】 

年末年始は12/29-1/3(1/1除く） 

＊当番医にっいては「広報ごしよがわら」 

に掲載します。 
＊東奥日報・陸奥新報「きようの当番医」 

欄に掲載します。 

＊消防署では「救急病院紹介合34-4999J 
で紹介します。 

＠五所川原方式 ＊消防署「救急病院紹介合34-4999」で紹

介します。 

救急医療体制① 

【休日・夜間における救急患

者の応急処置や入院を要し

ない軽症患者に対応】 

	> 

> 

みなさまの生命を守る救急医療輪番体制を紹介します 
市では、夜間、並びに休日の救急医療体制の充実を図るため、消防署等の救急患者搬送

機関と医療機関との円滑な連携体制のもと、地域住民が安心して暮らせるよう、救急医療

体制の推進を図っていきます。 

く正しい利用にっいか  
1．急病といっても、よく聞くと 2 日 

前とか朝から具合が悪かったという 

人が多いようです。 

自分や家族の健康状態を常に注意 

し、早目に昼のうちに治療を受ける 

ようにしてください。 

2．かかりつけのホームドクターを持

ちましょう。 
何でも気軽に相談できる医師に普

段から健康状態をチェックしてもら

ってください。 

3．病気に負けない積極的な体力づく

りに心がけましょう。 

五所川原市輪番制病院協議会 

五所川原市輪番制病院協議会事務局 

はつらつ女性課内線謂今 

救急医療体制② 

【在宅当番医等の救急医療体
制①の後方体制として入院 
・手術を要する中等症、 

又は重症患者に対応】 

⑥救急医療 

輪番制病院事業 

土曜日（祝日等除く）13:00-翌朝8:30 
休 	日 	 8:30 -翌朝8:30 
夜 間 	17:00～翌朝8:30 

輪番制参加病院 
＊市立西北中央病院（云代35-3111) 
＊医療法人白生会胃腸病院（ft34-6111) 

  

救急医療体制③ 

【生死にかかわる重篤救急 

患者に24時間体制で対応】 

⑥救急医療 

救急救命センター 

＊弘前大学付属病院 
＊県立中央病院併設救急救命センター 
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五所川原市役所 fi15-2111 

|みなさま 療輪番体制を紹介しま生命を守る救急 輪 す医 をの

市では、夜間、並びに休日の救急医療体制の充実を図るため、消防署等の救急,患者搬送
機関と医療機関との円滑な連携体制のもと、地域住民が安心して暮らせるよう、救急医療
体制の推進を図っていきます。

下の図は五所川原市の救急医療体制図です。
一一一一

『謬雫＝鐸令＝毒＝響＝鰯一筆”

I

1．急病といっても、よく聞くと2日

前とか朝から具合が悪かったという

人が多いようです。

自分や家族の健康状態を常に注意

し、早目に昼のうちに治療を受ける｜
託
鳳
扇
護
子

医
今

制①救急

住宅当番医
(北五医師会へ委託事業）

休日並びに12月29日～
翌年1月3日(1月旧は除く）

9:00～17:00

●救急告示病院2病院
＊市立西北中央病院
＊白生会胃腸病院

ようにしてください。

2．かかりつけのホームドクターを持
一ちましよう。

何でも気軽に相談できる医師に普
段から健康状態をチェックしてもら

ってください。救急医療体制②
●病院輪番制参加病院
＊市立西北中央病院
＊医療法人白生会胃腸病院

土曜日(祝日等除く)13:00～翌朝8:30
体日8:30～翌朝8:30
夜問17:00～翌朝8:30

3．病気に負けない積極的な体力づく〈〉

りに心がけましょう。

川原市輪番制病院協議会

ローー｡ー■ー。』一■

救急医療体制③

(生死にかかわる重篤救急患者に
24時間体制で対応） 所川原市輪翻1病院協議会事

←

務局I|原市‘五
〈一

弘前大学付属病院
救急救命センター
(県立中央病院併設） まつらつ女i性課内線；

34
37

～

I ⑤

峠救急医療体制① r詞

【休日・夜間における救急患
者の応急処置や入院を要し

ない軽症患者に対応1

一〉

L〉

1

1 －〉

【在宅当番医等の救急医療体
制①の後方体制として入院
・手術を要する中等症、

又は重症患者に対応】

’ －〉

【生死にかかわる重篤救急
患者に24時間体制で対応】

5平成12年4月15日五所川原市役所盆35-2111

◎救急告示病院等

【都道府県知事が救急病院等を定
める省令により告示した病院等】

◎在宅当番医制事業

【五所川原市内の医師会員が当番
を決め、休日の午前9時から午後
5時まで対応する】

年末年始は12/29～1/3(1/1除く）

◎五所川原方式

＊市立西北中央病院（公代35-3111)
＊医療法人白生会胃腸病院(034-6111)

*当番医については「広報ごしょがわら」
に掲載します。

*東奥日報・陸奥新報「きょうの当番医」
棚に掲載します。

*消防署では「救急病院紹介公34-4999」
で紹介します。

*消防署「救急病院紹介公34-4999」で紹
介します。

◎救急医療

輪番制病院事業

土曜日(祝日等除く)13:00～翌朝8:30
体日8:30～翌朝8:30
夜間17:00～翌朝8:30

輪番制参加病院
*市立西北中央病院（公代35-3111)
＊医療法人白生会胃腸病院(334-6111)

救急医療体制②

◎救急医療

救急救命センター

＊弘前大学付属病院

＊県立中央病院併設救急救命センター
救急医療体制③
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火
事
注

意
 

農
政
課
  

内
線
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5
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貴
重
な
森
林
を守
り
、
豊
か
な
郷
土

を
築
く
た
め
山
に
入
る
方
は
、
次
の
こ

と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
 

①
枯
れ
草
等
の
ある
危
険
な
場
所
で
は
、
 

た
き
火
を
し
な
い
こ
と
。
 

②
強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、た
き
火
、
 

火
入
れ
を
し
な
い
こ
と
。
 

③
た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
と
き
は

完
全
に
消
火
す
る
こ
と
。
 

④
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
は
必
ず
消
す
と

と
も
に
、
投
げ
捨
て
な
い
こ
と
。
 

⑤
火
遊
び
は
し
な
い
こ
と
。
 

⑥
火
入
れ
を
す
る
と
き
は
、
市
長
の
許

可
が
必
要
で
す
。
 

平
成
1
2年
度
 

危
険
物
取
扱
者
試
験
 

消
防
本
部
予
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課
 
公
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5)
2
01
9
 

五
所
川
原
市
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

推
進
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議
会
会
員
募
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教
育
委
員
会
 
ス
ポ
ー
ッ
健
康
課
 

内
線
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県
の
消
費
生
活
相
談
員
が
消
費
生
活
 

に
関
す
る
苦
情
相
談
に
応
じ
ま
す
。
個
 

人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
の
 

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
当
 

日
は
電
話
で
も
受
付
も
し
ま
す
。
 

◆
日
時
 
4
月
2
1日
固
 

産
経
会
館
5
階
B
会
議
室
 

◇
相
談
用
電
話
 
内
線
5
8
4
 

◇
相
談
料
 
無
料
 

災
害
の
な
い
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し

女
性
消
防
団
員
を
募
集
し
ま
す
。
 

◇
募
集
人
員
 
若
干
名
 

◇
締
切
 
5
月
1
4日
⑩
 

◇
応
募
方
法
 
消
防
署
受
付
に
準
備
し

て
い
る
応
募
用
紙
に
記
入
 

◇
応
募
資
格
 
市
内
に
居
住
し
、
1
8歳

以
上
印
歳
未
満
の
女
性
で
消
防
団
活

動
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
方
 

◇
業
務
内
容
 
火
災
予
防
の
た
め
の
啓

蒙
活
動
や

一
般
家
庭
へ
の
防
火
訪
問

な
ど
 

◇
待
遇
 
①
報
酬
及
び
畠
動
手
当
等
の

待
遇
が
あ
り
ま
す
。
②
女
性
消
防
団

員
制
服
を
貸
与
し
ま
す
。
③
公
務
災

害
補
償
・
表
彰
・
退
職
金報
奨
制
度

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
 

◇
説
明
会
 
5
月
中
旬
 

◇
採
用
決
定
 
5
月
下
旬
 

◇
試
験
日
 
6
月
1
1日
⑧
 

◇
受
付
期
間
 
4
月
2
4日
の

、
 

5
月
8
日
卿

※
願
書
及
び
受
験
案
内
は
消
防
本
部
又

は
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
「」
 

と
は
消
防
本
部
ま
で
。
 

今
年
も
市
民
の
方
々
に
収
穫
の
喜
び
 

を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
市
民
の
 

農
園
を
開
園
し
ま
す
。
 

◇
対
象
 
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
 

1
世
帯
1
区
画
 

◇
対
象
面
積
 
1
区
画
2
4m
（約
7
坪
）
 

◇
区
画
数
 
7
0区
画
（
区
画
数
を
超
え
 

た
場
合
抽
選
）
 

◇
利
用
料
 
無
料
 

◇
締
切
 
4
月
2
8日
囲
必
着
 

◇
申
込
方
法
 
往
復
は
が
き
に
住
所
、
 

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
岩
木
 

町
1
2
 市
役
所
農
政
課
ま
で
。
 

◇
開
園
日
 
5
月
下
旬
予
定
 

◇
場
所
 

市
内
吹
畑
字
藤
巻
即

2
地
内
 

市
民
の
健
康

・
体
力
の
維
持
増
進
を

図
る
た
め
、
い
つ
で
も
、誰
で
も
連
動
で

き
る
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
を
開
設
し
、
 

「走
り
初
め
会
」
と
「
歩
こ
う
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
ご
家
族
、
ご
友
人
を
お

誘
い
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
終
了

後
に
 「小
さ
な
親
切
運
動
」
 
の
一環
と

し
て
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
す
。
 

◇
日
時
 
4
月
2
9日

（
祝日
）
 

6
時
3
0分
集
合
 

市
役
所
裏
ジ
ョ
ギ
ン
グ
広
場
 

◇
服
装
 
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
で
き
る
服
装
 

（
ズ
ック
な
ど
）
 

※
参
加
者
に
は
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま

す
。
 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
及
び

普
及
指
導
者
を
育
成
し
、
市
民
の
心
身

の
健
全
な
発
達
及
び
明
る
く
豊
か
な
生

活
の
形
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
よ
り
一
層
推
進

す
る
た
め
に
会
員
を
募
集
し
ま
す
。
申

し
込
み
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
市
教
育
委

員
会
ス
ポ
ー
ッ
健
康
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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4月
お
知
ら
せ
 

◆
5
月
1
2日
岡
 
9
時
3
0分
 

堺
野
沢
た
め
池

（松
野
木
地
区
）
 

◇
申
込
締
切
 
5
月
1
日
の
 

◇
そ
の
他
 
服
装
は
作
業
服
等
、
長
靴
 

又
は
ズ
ッ
ク
、
軍
手
を
準
備
し
て
く
 

だ
さ
い
。
昼
食
、
使
用
道
具
は
市
で
 

準
備
し
ま
す
。
 

※
参
加
者
全
員
に
苗
木
を
無
償
配
付
し
 

ま
す
。
 

中“ 

◆
５
月
恒
日
倒
９
時
釦
分

堺
野
沢
た
め
池
（
松
野
木
地
区
）

◇
申
込
締
切
５
月
１
日
侭

◇
そ
の
他
服
装
は
作
業
服
等
、
長
靴

又
は
ズ
ッ
ク
、
軍
手
を
準
備
し
て
く

だ
さ
い
。
昼
食
、
使
用
道
具
は
市
で

準
備
し
ま
す
。

※
参
加
者
全
員
に
苗
木
を
無
償
配
付
し

ま
す
。
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県
の
消
費
生
活
相
談
員
が
消
黄
生
活

に
関
す
る
苦
情
相
談
に
応
じ
ま
す
。
個

人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
当

日
は
電
話
で
も
受
付
も
し
ま
す
。

◆
日
時
４
月
幻
日
鰯

産
経
会
館
５
階
Ｂ
会
識
室

◇
相
談
用
電
話
内
線
５
８
４

◇
相
談
料
無
料

⑥
火
入
れ
を
す
る
と
き
は
、
市
長
の
許

⑤
火
遊
び
は
し
な
い
こ
と
。

④
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
は
必
ず
消
す
と

③
た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
と
き
は

②
強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、
た
き
火
、

①
枯
れ
草
等
の
あ
る
危
険
な
場
所
で
は
、

を
築
く
た
め
山
に
入
る
方
は
、
次
の
こ

と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

完
全
に
消
火
す
る
こ
と
。

火
入
れ
を
し
な
い
こ
と
。

澱
重
な
森
林
を
守
り
、
豊
か
な
郷
士

可
が
必
要
で
す
。

と
も
に
、
投
げ
捨
て
な
い
こ
と
。

た
き
火
を
し
な
い
こ
と
。

r可

災
害
の
な
い
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し

女
性
消
防
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

◇
募
集
人
員
若
干
名

◇
締
切
５
月
皿
日
佃

◇
応
募
方
法
消
防
署
受
付
に
準
備
し

て
い
る
応
募
用
紙
に
記
入

◇
応
募
資
格
市
内
に
居
住
し
、
醒
歳

以
上
釦
歳
未
満
の
女
性
で
消
防
団
活

動
に
概
極
的
に
参
加
で
き
る
方

◇
業
務
内
容
火
災
予
防
の
た
め
の
啓

蒙
活
動
や
一
般
家
庭
へ
の
防
火
訪
問

な
ど

◇
待
遇
①
報
酬
及
び
出
動
手
当
等
の

待
遇
が
あ
り
ま
す
。
②
女
性
消
防
団

員
制
服
を
貸
与
し
ま
す
。
③
公
務
災

害
補
償
・
表
彰
・
退
職
金
報
奨
制
度

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◇
説
明
会
５
月
中
旬

◇
採
用
決
定
５
月
下
旬

◇
試
験
日
６
月
ｎ
日
⑧

◇
受
付
期
間
４
月
型
日
㈲
～

５
月
８
日
侭

※
願
書
及
び
受
験
案
内
は
消
防
本
部
又

は
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
こ

と
は
消
防
本
部
ま
で
。

今
年
も
市
民
の
方
々
に
収
穫
の
喜
び

を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
市
民
の

農
園
を
開
園
し
ま
す
。

◇
対
象
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で

１
世
帯
１
区
画

◇
対
象
面
積
１
区
画
型
、
（
約
７
坪
）

◇
区
画
数
ｍ
区
画
（
区
画
数
を
超
え

た
場
合
抽
選
）

◇
利
用
料
無
料

◇
締
切
４
月
詔
日
鰯
必
着

◇
申
込
方
法
往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
岩
木

町
狸
市
役
所
農
政
課
ま
で
。

◇
開
園
日
５
月
下
旬
予
定

◇
場
所

市
内
吹
畑
字
藤
巻
岬
‐
２
地
内

、Lしみちの<銀行がbUノ、譲民1丁
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市
民
の
健
康
・
体
力
の
維
持
増
進
を

図
る
た
め
、
い
つ
で
も
、
誰
で
も
運
動
で

き
る
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
を
開
設
し
、

「
走
り
初
め
会
」
と
「
歩
こ
う
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
ご
家
族
、
ご
友
人
を
お

誘
い
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
終
了

後
に
「
小
さ
な
親
切
運
動
」
の
一
環
と

し
て
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
す
。

◇
日
時
４
月
調
日
（
祝
旦

６
時
釦
分
集
合

市
役
所
蕊
ジ
ョ
ギ
ン
グ
広
場

◇
服
装
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
で
き
る
服
装

（
ズ
ッ
ク
な
ど
）

※
参
加
者
に
は
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま

す
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
及
び

普
及
指
導
者
を
育
成
し
、
市
民
の
心
身

の
健
全
な
発
達
及
び
明
る
く
豊
か
な
生

活
の
形
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
よ
り
一
層
推
進

す
る
た
め
に
会
員
を
募
集
し
ま
す
。
申

し
込
み
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
市
教
育
委

員
会
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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５
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植
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．
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催
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弘
前
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０
１
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商
エ
観
光
課
内
線
３
９
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悪
質
商
法
な
ど
で

困
っ
て
い
る
方
は
苦
情

相
談
に
応
じ
ま
す

消
防
本
部
予
防
課
ａ
（
翌
２
ぴ
１
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平
成
他
年
度

危
険
物
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扱
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試
験

消
防
本
部
豊
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狂
（
調
）
２
０
丁
９

内
線
２
８

女
性
消
防
団
員
募
集

堂
一

睦
政
課
↑
内
線
３
５
４

市
民
農
園

参
加
者
募
集

教
育
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

内
腺
５
６
１

五
所
川
原
市
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

推
進
協
議
会
会
員
募
集

ス
ポ
ー
ツ
健
棄
課
内
腺
５
６
１

お
は
よ
う
ジ
ョ
ギ
ン
グ
「
コ
ー
ス

走
り
初
め
会
」
及
び
「
歩
こ
う
会
」



国
民
年
金
保
険
料
の
 

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
 

国
保
年
金
課
 

国
民
年
金
係

内
線
2
1
1
・
2
1
2
・
2
1
3
 

平
成
1
2年
度
 

春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
 

環
境
対
策
課
 
内
線
2
3
1
・
2
3
3
 

今
年
も
、
春
の
清
掃
連
動
の
一
環
と

し
て
町
内
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、
側
溝

の
上
げ
泥
の
回
収
を
行
い
ま
す
の
で
、
 

各
町
内
ご
と
に
ク
リ
ー
ン
作
戦
の
期
間

内
に
側
溝
の
泥
上
げ
を
実
施
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。ま
た
、
 

市
で
上
げ
泥
を
片
付
け
る
の
は
実
施
期

間
中
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
 

◇
実
施
期
間
 
4
月
1
5日
田

、
 

5
月
1
4日
卿

※
注
意
事
項
 
魚
箱
、
段
ポ
ー
ル
、
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
箱
は
使
用
せ
ず
、
 

土
の
う
袋
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
 

毎
週
土
曜
日
（
午前
中
）
 

市
民
課
の
窓
口
業
務
（
一部
）
 

を
受
付
し
て
い
ま
す
 

◇
受
付
時
間
 
9
時

、
1
2時
 

◇
業
務
内
容
 

①
住
民
票
世
帯
全
員

（
謄本
）
の
交
付
 

②
住
民
票
世
帯
1
人
（
抄
本
）
の
交
付
 

③
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
 

（
印鑑
登
録
証
の
カ
ー
ド
を
持
参
し
た
 

場
合
の
み
）
 

④
住
民
票
記
載
事項
証
明
 

（
年
金受
給
者
の
現
況
届
等
）
 

⑤
出
稼
労
働
者
手
帳
の
証
明
 

※
印
鑑
登
録
、
住
民
異
動
及
び
戸
籍
等
 

は
取
り
扱
い
し
ま
せ
ん
の
で
、
平
日
 

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

平
成
1
1年
度
の

（
平
成1
1年
4
月
か

ら
1
2年
3
月
）
分
の
保
険
料
の
納
付
期

限
は
、
4
月
末
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

保
険
料
の
納
め
忘
れ
を
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
将
来
受
け
る
老
齢
基
礎
年

金
が
減
額
さ
れ
た
り
、
万

一
の
障
害
基

礎
年
金
や
遣
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
今

一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
平
成
 

1
2年
度
分
の
国
民
年
金
保
険
料
を
4
月

中
に
ま
と
め
て
納
め
る
と
保
険
料
が
割

り
引
き
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
 

ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
 

窓
口
相
談
の
ご
案
内
 

市
民
課
 

内
線
2
2
1
 

相
談
は
無
料
で
個
人
の
秘
密
は
厳
守
 

◇
交
通
事
故
相
談
 
第
2
・
4
火
曜
日
 

1
0時

、
1
5時
 

◇
行
政
相
談
 

第
2
木
曜
日
 
1
0時

、
1
2時
 

第
4
木
曜
日
 
1
3時

、
1
5時
 

◇
税
務
相
談
 
毎
月
第
2
水
曜
日
（
7
 

・

8
・2
・3
月
除
く
）
1
0時

、
1
5時
 

4月1日からペットボ1ソl亡ピンの 
」】」葬携ンサイクルカ久タートしました乙f 

ペットボトルとビンの分け方 

イぷ F-L'aJ 	J\)co 

出してはいけないもの 

PET 

繰自曹 鍛鳥自 
i →ー’ ：その他の 
i 食用油 素材のボトル しようゆ みりん 

ぐース 

ビンの出レて良いもの 出してはいけない 

ユース ジャム 医薬品 調味料 毒劇物のビン 

ドリンク 牛乳 コーヒー 酒 
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■

今
年
も
、
春
の
清
掃
運
動
の
一
環
と

し
て
町
内
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、
側
溝

の
上
げ
泥
の
回
収
を
行
い
ま
す
の
で
、

各
町
内
ご
と
に
ク
リ
ー
ン
作
戦
の
期
間

内
に
側
溝
の
泥
上
げ
を
実
施
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

市
で
上
げ
泥
を
片
付
け
る
の
は
実
施
期

間
中
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

◇
実
施
期
間
４
月
晦
日
由
～

５
月
皿
日
⑧

※
注
意
事
項
魚
箱
、
段
ボ
ー
ル
、
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
箱
は
使
用
せ
ず
、

土
の
う
袋
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
個
人
の
秘
密
は
厳
守

◇
交
通
事
故
相
談
第
２
．
４
火
曜
日

、
時
～
遁
時

◇
行
政
相
談

第
２
木
曜
日
、
時
～
哩
時

第
４
木
曜
日
超
時
～
巧
時

◇
税
務
相
談
毎
月
第
２
水
曜
日
（
７

・
８
．
２
．
３
月
除
く
）
、
時
～
巧
時

平
成
ｎ
年
度
の
（
平
成
ｎ
年
４
月
か

ら
狸
年
３
月
）
分
の
保
険
料
の
納
付
期

限
は
、
４
月
末
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
を
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
将
来
受
け
る
老
齢
基
礎
年

金
が
減
額
さ
れ
た
り
、
万
一
の
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
今

一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
平
成

堰
年
度
分
の
国
民
年
金
保
険
料
を
４
月

中
に
ま
と
め
て
納
め
る
と
保
険
料
が
割

り
引
き
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

「
４

Ｆ

廼月了 らべｼ入 とピンの

ﾘサイ がス 入しました〃
ソ

ペットボトルとピンの分け方

ツトボトルの出して良いもの

マークのついている以下のもの ｌ
、
１
１
１
１
１
ｉ
、
１
１
１

pET

繕
鋤急喜；

一
Ｊ

ご
一 ス 酒 しょうゆみりん

ピンの出して良いもの 出してはし
2重△

Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｉ
、
Ｉ
Ｉ
ｉ国雲難邑邑 ｡■■■■■早

■も●凸旬甲

凸●｡◆和◆P｡T､■■p●

毒劇物のビンジャム

ドリンク牛乳コーヒー酒

－※問い合わせ先環境対策課内線231．2331‐ ’Ｆ
■
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◇
受
付
時
間
９
時
～
返
時

◇
業
務
内
容

①
住
民
票
世
帯
全
員
藤
本
）
の
交
付

②
住
民
票
世
帯
１
人
（
抄
本
）
の
交
付

③
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

（
印
鑑
登
録
証
の
カ
ー
ド
を
持
参
し
た

場
合
の
み
）

④
住
民
票
記
載
事
項
証
明

（
年
金
受
給
者
の
現
況
届
等
）

⑤
出
稼
労
働
者
手
帳
の
証
明

※
印
鑑
登
録
、
住
民
異
動
及
び
戸
籍
等

は
取
り
扱
い
し
ま
せ
ん
の
で
、
平
日

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

『
」
荊
斥
く
だ
さ
い

毎
週
土
曜
日
（
午
前
中
）

市
民
課
の
窓
口
業
務
（
一
部
）

を
受
付
し
て
い
ま
す

市
十
酷
似
、
に
律
斗
宮
厘

春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

環
境
対
策
課
内
線
２
３
１
．
２
３
３

市
民
課
内
蒜
２
２
１

窓
口
相
談
の
ご
案
内

国
保
年
金
語
国
民
年
金
係

内
線
２
１
１
．
２
１
２
．
２
１
３

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か



西
北
中
央
病
院
小
児
科
 

荒
井

宏
治
先
生
の
 

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

は
し
か
予
防
は
予
防
接
種
の
徹
底
で
 

×
 劇

団
風
の
子
公
演
 

き
つ
ね
先
生
の
ふ
し
ぎ
…
？
・
 

五
所
川
原
お
や
こ
劇
場
 

公
（3
4)
2
1
7
0
 

◆
4
月
2
8日
岡
 
1
8時
3
0分
 

オ
ル
テ
ン
シ
ァ
大
ホ
ー
ル
 

◇
後
援
 
市
教
育
委
員
会
 

第
1
1回
山
野
草
展
示
会
 

五
所
川
原
山
野
草
愛
好
会
 

合
（3
5)6
9
8
0
・
蒔
苗
 

◆
5
月
6
日
岡

、
7
日
同
 

北
地
方
教
育
会
館
2
階
 

馬
に
乗
っ
て
み
ま
せ
ん
か
 

乗
馬
教
室
生
徒
募
集
 

五
所
川
原
乗
馬
ク
ラ
ブ
 

容
（2
9)2
2
6
3
・
小
田
桐
 

◆
4
月
か
ら
1
2月
ま
で
の
 

土
・
日
曜
日
  （月
6
回
）
 

8
時
、
1
1時
3
0分
 

◇
馬
場
 
五
所川
原
東
高
校
裏
 

◇
乗
馬
料
 
月
5
、
5
0
0
円
 
（
指
 

導
料
含
む
）
 

ノ
 

「
ア
イ

・ラ
ヴ
・
ユー
」
 

上
映
会
の
お
知
ら
せ
 

ろ
う
あ
協
会
 

F
A
x(2
9)
3
7
2
9・
エ
藤

手
話
サ
ー
ク
ル
 

冒
（3
4)
7
7
4
6・
大
桃
 

ろ
う
あ
者
と
聴
者
が
共
同
演
出
、
ろ

う
女
優
忍
足
亜
希
子
が
主
演
の
話
題
作
。
 

涙
と
笑
い
と
感
動
を
今
、
あ
な
た
に
ノ

◆
4
月
3
0日
同
①
1
3時
3
0分

、
 

②
1
8時
3
0分

、
 

オ
ル
テ
ン
シ
ァ
小
ホ
ー
ル
 

◇
入
場
料
 
大
人
1
5
0
0
円

（
前売

り
1
2
o
o
円
）
小
人
1
0
0
0
円
 

（
前売
り
8
0
0
円
）
 

◇
前
売
り
券
発
売
所
 
タカ
ョ
楽
器店
、
 

エ
ル
ム
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
 

情
報
を
 

募
集
し
て
い
ま
す
 

広
報
で
は
、
新
年
度
か
ら
市
民
サ
ロ

ン
の
コ
ー
ナ
ー
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た

め
読
者
か
ら
の
情
報
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
身
じ
か
な
イ
ベ
ン
ト
、
サ
ー
ク
ル

の
募
集
な
ど
ぜ
ひ
掲
載
し
た
い
情
報
が

あ
り
ま
し
た
ら
 

〒
0
3
7
18
6
8
6
（ハ
ロ
ー
ハ
ロ
ー
）
 

市
役
所
総
務
課
ま
で
。
ま
た
、
F
A
X
 

で
も
受
け
付
け
し
ま
す
。
 

屍
）
3
6
1
7
ま
で
。
 

第
1
0回
あ
お
も
り
シ
ー
ー
ア
 

洋
上
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集
 

高
齢
福
祉
課
 
内
線

5
4
2
 

嗣
屍
ザ
 
ロ 

ン
 

r
 

テ
ー
ー
ス（
硬
式）
教
室
受
講
生
募集

テ
ー
ー
ス
で
い
い
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か

全
く
初
め
て
の
方
で
も
詰
で

き
ま
す

五
所
川
原
市
テ
ニ
ス
協
会
 

◇
日
曜
教
室
 
一
般
（
初
心
者
、上
級

者
）
5
月
7
日
か
ら
約
1
0回
 

1
0時

、
1
2時
 

◇
水
曜
教
室
 
レ
デ
ィ

ー
ス
（
初心
者
）
 

5
月
1
0日
か
ら
約
2
0回
 

1
3時

、
1
5時
 

◇
土
曜
教
室
 
小
・
中
学
生
 
5
月
6
 

日
か
ら
約
2
0回
 
1
3時

、
1
5時
 

◇
会
場
 
市
営
テ
ニ
ス
場
（
菊
ケ
丘
運

動
公
園
内
）
 

◇
申
込
方
法
 
教
室
開
催
日
に
会
場
で

受
付
 

※
受
講
料
そ
の
他
に
つ
い
て
の
間
い
合

わ
せ
先

（1
9時
以
降
）
 

日
曜
教
室
 
丑
（3
5)
76
7
2
・
今
井

水
・
土
曜
教
室
 

費
（3
4)
31
8
8
・
角
田
 

◆
開
催
日
 
7
月
1
8日
因

、
2
1日
圏
の
 

3
泊
4
日
 

◇
コ
ー
ス
 
青
森
港
出
向
、
洋
上
研
修
 

2
泊
、
東
京
港
着
、
陸
上
研
修
1
泊
 

、
J
R
バ
ス
に
て
青
森
着
（
解
散
）
 

◇
募
集
人
員
 
9
人
（満
6
0歳
以
上
）
 

◇
募
集
締
切
 
4
月
2
8日
固
 
1
6時

◇
参
加
者
負
担
金
 

1
人
 
5
万
8
0
0
0
円
（
予
定
）
 

詳
し
い
こ
と
は
、
広
報
4
月
1
日
号

か
高
齢
福
祉
課
へ
お
間
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
 

命
立
図
書
館
か
ら
あ
れこ
む
 

「十

七
歳

」
 

「
十七
歳
堅
気
で
ば
か
り
じ
ゃ

い
ら
れ
ま
せ
ぬ
」
と
歌
っ
た
の
は

ラ
ン
ボ
ー
で
し
た
か
？
一
番
多
感

で
悩
み
多
い
時
な
の
でし
ょ
う
か
。
 

図
書
館
に
は
「十
七
歳
」
と
いう
本

と
「不
真
面
目
な
十
七
歳
」
と
い
う

本
が
あ
り
ま
す
。
読
者
は
主
と
し

て
高
校
生
。
十
七
歳
が
十
七
歳
の

本
を
読
む
っ
て
と
っ
て
も
い
い
な

あ
と
思
い
ま
す
。
感
性
が
ぴ
た
り

と
合
い
そ
う
で
す
。
そ
の
時
じ
や

な
い
と
読
め
な
い
本
っ
て
あ
り
ま

す
よ
ね
。
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昨
年
は
五
所川
原
地
区
は
本
当
に
は

し
か
が
流
行
っ
て
大
変
で
し
た
。
は
し

か
は
、
発
疹
が
で
れ
ぱ
、
だ
れ
が
見
て

も
わ
か
り
ま
す
が
、
初
め
は
熱
と
咳
、
 

鼻
水
で
普
通
の
か
ぜ
と
区
別
が
つ
き
ま

せ
ん
。
ま
だ
1
歳
に
な
ら
な
い
赤
ち
ゃ

ん
も
外
来
の
待
合
室
に
は
待
っ
て
い
る

の
で
す
。
 

7
カ
月
の
女
の
子
。
鼻
水
で
1
週
間

前
に
外
来
に
来
て
一
度
良
く
な
っ
た
の

で
す
が
、
昨
日
か
ら
好
c
の
熱
と
咳
が

ひ
ど
い
と
の
こ
と
で
診
察
し
た
ら
、
顔

付
き
は
疲
労
感
がた
だ
よ
い
、
口
の
中

を
見
た
ら
コ
プ
リ
ッ
ク
班
と
い
う
は
し

か
特
有
の
粘
膜
疹
が
見
え
た
の
で
す
ぐ

入
院
。
翌
日
か
ら
全
身
の
発
疹
、
熱
が

ど
ん
ど
ん
上
が
る
一
方
。
 どう
に
か
5
 

日
後
に
は
解
熱
し
、
元
気
に
退
院
し
て

行
き
ま
し
た
。
は
し
か
は
、
と
て
も
伝

染
力
が
強
い
ウ
イ
ル
ス
で
、
病
状
も
子

ど
も
に
と
っ
て
は
大
病
で
す
。
で
も
予

防
接
種
を
受
け
た
子
ど
も
は
ほ
と
ん
ど

か
か
り
ま
せ
ん
。
五
所
川
原
の
予
防接

種
率
は
と
っ
て
も
低
く
て
1
歳
代
で
の

接
種
率
は
6
0％
程
度
で
す
。
全
体
の
予

防
接
種
率
を
9
0％
以
上
に
な
れ
ば
、
た

と
え
は
し
か
の
患
者
が
い
て
も
、
流
行

が
拡
大
し
ま
せ
ん
。
そ
う
す
れ
ば
は
し

か
の
予
防
接
種
の
年
齢
に
な
っ
て
い
な

い
1
歳
以
下
の
乳
児
へ
の
感
染
も
なく

な
っ
て
く
れ
る
の
で
す
が
…
。
 

F、〆

◆
４
月
調
日
圏
瑠
時
釦
分

オ
ル
テ
ン
シ
ア
大
ホ
ー
ル

◇
後
援
市
教
育
委
員
会

◆
４
月
か
ら
哩
月
ま
で
の

土
・
日
曜
日
（
月
６
回
）

８
時
～
ｎ
時
釦
分

◇
馬
場
五
所
川
原
東
高
校
裏

◇
乗
馬
料
月
５
，
５
０
０
円
（
指

導
料
含
む
）

◆
５
月
６
日
出
～
７
日
日

北
地
方
教
育
会
館
２
階

五
所
川
原
乗
馬
ク
ラ
ブ

恋
（
調
）
２
２
６
３
・
小
田
桐

馬
に
乗
っ
て
み
ま
せ
ん
か

乗
馬
教
室
生
徒
募
集

フ
§

◇
日
曜
教
室
一
般
（
初
心
者
～
上
級

者
）
５
月
７
日
か
ら
約
ｍ
回

叩
時
～
哩
時

◇
水
曜
教
室
レ
デ
ィ
ー
ス
（
初
心
者
）

５
月
、
日
か
ら
約
加
回

哩
時
～
晦
時

◇
土
曜
教
室
小
・
中
学
生
５
月
６

日
か
ら
約
加
回
娼
時
～
亜
時

◇
会
場
市
営
テ
ニ
ス
場
（
菊
ヶ
丘
連

動
公
園
内
）

◇
申
込
方
法
教
室
開
催
日
に
会
場
で

受
付

※
受
講
料
そ
の
他
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
先
毎
時
以
降
）

日
曜
教
室
壷
（
弱
）
７
６
７
２
・
今
井

水
・
土
曜
教
室壷

（
弧
）
３
１
８
８
・
角
田

一
夕

《
Ｌ

ろ
う
あ
者
と
聴
者
が
共
同
演
出
、
ろ

う
女
優
忍
足
亜
希
子
が
主
演
の
話
題
作
。

涙
と
笑
い
と
感
動
を
今
、
あ
な
た
に
／
，

◆
４
月
”
日
日
①
過
時
釦
分
～

②
鵡
時
釦
分
～

オ
ル
テ
ン
シ
ア
小
ホ
ー
ル

◇
入
場
料
大
人
１
５
０
０
円
（
前
売

り
１
２
０
０
円
）
小
人
１
０
０
０
円

（
前
売
り
８
０
０
円
）

◇
前
売
り
券
発
売
所
タ
カ
ョ
楽
器
店
、

エ
ル
ム
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

広
報
で
は
、
新
年
度
か
ら
市
民
サ
ロ

ン
の
コ
ー
ナ
ー
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た

め
読
者
か
ら
の
情
報
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
身
じ
か
な
イ
ベ
ン
ト
、
サ
ー
ク
ル

の
募
集
な
ど
ぜ
ひ
掲
載
し
た
い
情
報
が

あ
り
ま
し
た
ら

〒
０
３
７
‐
８
６
８
６
（
ハ
ロ
ー
ハ
ロ
ー
）

市
役
所
総
務
課
ま
で
。
ま
た
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
も
受
け
付
け
し
ま
す
。

（
妬
）
３
６
１
７
ま
で
。

、

情
報
を募

集
し
て
い
ま
す

’

ノ

ト

｜
高
齢
福
祉
課
内
線
５
４
２
｜

◆
開
催
日
７
月
鴫
日
㈹
～
型
日
燭
の

３
泊
４
日

◇
コ
ー
ス
青
森
港
出
向
～
洋
上
研
修

２
泊
～
東
京
港
着
～
陸
上
研
修
１
泊

～
Ｊ
Ｒ
バ
ス
に
て
青
森
着
（
解
散
）

◇
募
集
人
員
９
人
（
満
帥
歳
以
上
）

◇
募
集
締
切
４
月
詔
日
働
亜
時

◇
参
加
者
負
担
金

１
人
５
万
８
０
０
０
円
（
予
定
）

詳
し
い
こ
と
は
、
広
報
４
月
１
日
号

か
高
齢
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

「
‐Ｆ

Ｉ
Ｌ

は
し
か
予
防
は
予
防
接
種
の
徹
底
で

昨
年
は
五
所
川
原
地
区
は
本
当
に
は

し
か
が
流
行
っ
て
大
変
で
し
た
。
は
し

か
は
、
発
疹
が
で
れ
ば
、
だ
れ
が
見
て

も
わ
か
り
ま
す
が
、
初
め
は
熱
と
咳
、

鼻
水
で
普
通
の
か
ぜ
と
区
別
が
つ
き
ま

せ
ん
。
ま
だ
１
歳
に
な
ら
な
い
赤
ち
ゃ

ん
も
外
来
の
待
合
室
に
は
待
っ
て
い
る

の
で
す
。

７
カ
月
の
女
の
子
。
鼻
水
で
１
週
間

前
に
外
来
に
来
て
一
度
良
く
な
っ
た
の

で
す
が
、
昨
日
か
ら
心
Ｃ
の
熱
と
咳
が

ひ
ど
い
と
の
こ
と
で
診
察
し
た
ら
、
顔

付
き
は
疲
労
感
が
た
だ
よ
い
、
口
の
中

を
見
た
ら
コ
プ
リ
ッ
ク
班
と
い
う
は
し

か
特
有
の
粘
膜
疹
が
見
え
た
の
で
す
ぐ

入
院
。
翌
日
か
ら
全
身
の
発
疹
、
熱
が

ど
ん
ど
ん
上
が
る
一
方
。
ど
う
に
か
５

日
後
に
は
解
熱
し
、
元
気
に
退
院
し
て

行
き
ま
し
た
。
は
し
か
は
、
と
て
も
伝

染
力
が
強
い
ウ
イ
ル
ス
で
、
病
状
も
子

ど
も
に
と
っ
て
は
大
病
で
す
。
で
も
予

防
接
種
を
受
け
た
子
ど
も
は
ほ
と
ん
ど

か
か
り
ま
せ
ん
。
五
所
川
原
の
予
防
接

種
率
は
と
っ
て
も
低
く
て
１
歳
代
で
の

接
種
率
は
“
％
程
度
で
す
。
全
体
の
予

防
接
種
率
を
卯
％
以
上
に
な
れ
ば
、
た

と
え
は
し
か
の
患
者
が
い
て
も
、
流
行

が
拡
大
し
ま
せ
ん
。
そ
う
す
れ
ば
は
し

か
の
予
防
接
種
の
年
齢
に
な
っ
て
い
な

い
１
歳
以
下
の
乳
児
へ
の
感
染
も
な
く

な
っ
て
く
れ
る
の
で
す
が
…
。
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五
所
川
原
お
や
こ
劇
場

ａ
（
弧
）
２
１
７
０

劇
団
風
の
子
公
演

き
つ
ね
先
生
の
ふ
し
ぎ
：
手

五
所
川
原
山
野
草
愛
好
会

■

ａ
へ
拓
）
６
９
８
０
．
痔
苗

第
刑
回
山
野
草
展
示
会

面
届
サ
同

‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ

}シ

五
一
所
川
原
市
テ
ニ
ス
協
会

氏
則
＆

乏
叉
（
硬
式
）
教
室
受
講
生
募
集

乏
寅
で
い
い
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か

雪
認
て
害
喜
莞
墓
書

ヱ
マ
畠
ノ
》
の
繊
伽
今
毒

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
鉛
）
３
ワ
２
９
・
工
藤

手
話
サ
ー
ク
ル
Ｌ
↑

密
（
弧
）
７
７
，
４
《
。
、
大
桃

「
ア
イ
・
ラ
ヴ
。
ユ
ー
」

上
映
会
の
お
知
ら
せ

第
佃
回
あ
お
も
り
シ
ー
ラ

洋
上
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

西
北
中
央
病
院
小
児
科

荒
井
宏
治
先
生
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク



＜
ら
しと
趣
味
の
教
室
 

前

期
募
集
 

謹
労
青
少
年
ホ
ー
ム
 

合
（
3
4)
3
6
0
2
 

平
成
1
2年
度

職
業
 

準
備
訓
練
生
募
集
 

青
森
障
害

者
職
業
セ
ン

タ
ー
 

四
 

0
1
7
(
7
74
)
7
1
2
3
 

F
A
×
0
1
7
(
77
6
)
2
61
0
 

障
害
者
の
職
業
生
活
に
お
け
る
自
立

を
促
進
す
る
た
め
職
業
準
備
訓
練
生
を

募
集
し
ま
す
。
 

◇
職
業
準
備
訓
練
 

第
1
期
 
5
月
8
日
、
6
月
3
0日
 

第
2
期
 
7
月
2
4日

、
9
月
1
4日
 

第
3
期
  
1
0月
1
6日

、
1
2月
8
日

第
4
期
 
平
成
1
3年
1
月
1
0日

、
 

3
月
6
日
 

※
各
期
と
も
定
員
1
0人
 

◇
o
A
講
習
 

第
1
期
 
4
月
1
0日

第
2
期
 
5
月
2
2日

第
3
期
 
6
月
2
8日

第
4
期
 
8
月
2
1日

第
5
期
 
1
0月
1
2日

第
6
期
 
1
1月
2
1日

第
7
期
 
平
成
1
3年
 

第
8
期
 
2
月
1
9日

、
3
月
1
6日

※
各
期
と
も
定
員
3
人
程
度
。
講
習
時

間
は
、
1
日
4
時
間
程
度
で
す
。
 

※
遠
距
離
の
方
は
宿
泊
施
設
の
借
り
上

げ
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
当

セ
ン
タ

ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
 

「白
ら
の
力
が
拓
く
可
能
性
 

若
者
の
力
が
創
る
新
未
来
」
 

◇
対
象
 
市
内
在
住
又
は
、
勤
務
し
て
 

い
る
男
女
 

◇
受
講
料
 
無
料

（た
だ
し
材
料
費
は

実
費
負
担
）
 

◇
期
間
 
前
期
5
月
9
日
因

、
 

7
月
1
3日
困
ま
で
の
1
0回

◇
時
間
  
1
8時
3
0分

、
2
0時
3
0分
 

◇
締
切
 
5
月
2
日
因
 
定
員
に
な
り

次
第
締
切
 

◇
募
集
内
容
 

※
陶
芸
、
筆
ペ
ン
字
等
は
人
気
が
あ
り

ま
す
の
で
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
 

4
月
1
0日

、
5
月
1
0日
 

5
月
2
2日
、
6
月
1
6日
 

6
月
2
8日

、
7
月
2
6日
 

8
月
2
1日
、
9
月
1
8日
 

1
0月
1
2日

、
1
1月
9
日
 

1
1月
2
1日

、
1
2月
1
9日

平
成
1
3年
1
月
1
1日

、
 

2
月
7
日
 

曜日 教室の種類 定員 回数 

火
  

陶 	芸 》hu
 に
u
に
〕
  

ー
ー
ー
  

ー
ー
ー
 

0
0
0
  

茶 	道 

はがき絵 

水 
社交ダンス 15 10 
手芸教室 15 10 

木
  

着 付 け に

v
に
〕
に

〕
》
h
〕
 
 

ー
ー
ー
ー
  

0
0
0
0
 
 

筆ペン字 

いけばな 

組みひも 

と
芸
《
又
永
わ

ら
 

題
 
字
 
斉
 
誌
 
清
 
泉
 

〔川
柳
岩
木
吟

社
〕

ー
川
柳
ー
 

眼
を
み
は

る

ニ
の
膳
飢
餓
の

海
忘

れ

肩
ぽ

ん
と
叩
い

て
消
し

た
わ
だ

か
ま
リ

こ
の

人
も

善
人
と

知
る
花
が

好
き

雛
く
ち
ゃ

の
札
が

見

て
き
た

泣
き
笑

い
 菊

 
池
 
ふ
み
を
 

山
 
谷
 
山
 
竿
 

対
 
馬
 

一
 
閃
 

居
酒

屋
で

仕
事

の
鬼
が

脱
ぐ

仮
面

食
卓

に
い

つ
も
欠
席
お

父
さ

ん

錯
覚
か

母
の
呼
ぶ

声
聞

く
迷
子
 

坂
 
本
 
ふ
じ
や
 

伊
 
香
 
広
 
翁
 

エ
 
藤
 
え
リ
子
 

本

当
は
見
掛

け

も
褒

め

て
欲
し

い
の
に
 

佐
 
藤
 
た
ま
き
 

須
 
藤
 
ま
う
子
 

明
日

も

ま
た

生
き

る

つ
も
リ
の
蝉

し
ぐ

れ
 

加
 
藤
 
彩
 
人
 

石
蹴

リ

の
陰
が

タ

飾
を

教
え

て
る

石
蹴

リ

の
陰
が

タ
飾
を

教
え

て
る
 

5
は

な
い
が

い

つ
も
愉

快
な

子
と
書
か

れ
 
れ
 

葛
 
西
 
あ
き
を
 

小
 
野
 
順
 
坊
 

9 平成12年 4 月15日 五所川原市役所 費35-2111 

ポ
リ
オ
（
小
児
マヒ
）
 

ワ
ク
チ
ン
の
定
期
外

予
防
接
種
に
つ
い
て
 

は
つ
ら
つ
女
性
課
 内

線
2
3
4
 

ポ
リ
オ
免
疫
保
有
状
況
に
つ
い
て
の

厚
生
省
か
ら
の
報
告
に
よ
る
と
、
昭
和
 

5
0、
5
2年
生
ま
れ
の
方
（
現
在
2
3、
2
5
 

歳
）
は
、
接
種
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
の
関

係
で
、
抗
体
力
価
が
低
い
傾
向
に
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
 し
た
が
っ
て
、
 

こ
れ
ら
の
方
々
が
、
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス

が
常
在
し
て
い
る
熱
帯

・
亜
熱
帯
地
域

に
渡
航
す
る
時
ゃ
、
お
子
さ
ん
が
ポ
リ

オ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
時
期
（
き
わ

め
て
稀
で
あ
る
が
家
庭
内
感
染
の
お
そ

れ
が
あ
る
）
に
、
予
防
接
種
を
希
望
す

る
場
合
は
接
種
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
一
度
も
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い

方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
は
つ
ら
つ
女
性
課

ま
で
。
 

◇
接
種
に
つ
い
て
 

①
時
 
期
 
6
月
頃
予
定
 

②
接
種
料
 
任
意
接
種
な
の
で
有
料
 

(3
0
0
0
円
か
ら
5
0
0
0
円
）
 

③
希
望
申
し
込
み
締
め
切
り
 

5
月
3
1日
 

④
詳
細
に
つ
い
て
後
日
、
希
望
者
へ
連

絡
し
ま
す
。
 

※※◇※◇募を
さセ げ 遠 間各第第第第第第第第○各第第第第職集促障
いン 制 距 は期8765432 1 A 期 4 3 2 1 業 し 進 害

・夕度雛、と期期期期期期期期講と期期期期涛享言童1がの1も習も
まあ方日定22平11108654定3平1075訓・た職
でりは4員 月月成月月月月月 月 員 月 成 月 月 月 練 め 業
おま宿時3197132112212822101061316248職生
問す 泊 間人日日年日日日日日日人日年日日日業活
い ◎施 程程S]¥¥S¥¥111¥s準に
合詳設度度3月12119765月1296備お
わし の で。月11月月月月月月10月月月訓け
せく借す識16日19918261610日81430練る
くはり。習日1日日日 日日日1日日日生自
だ 当上時を立

「
自
ら
の
力
が
拓
く
可
能
性

若
者
の
力
が
創
る
新
未
来
」

◇
対
象
市
内
在
住
又
は
、
勤
務
し
て

い
る
男
女

◇
受
講
料
無
料
（
た
だ
し
材
料
費
は

実
費
負
担
）

◇
期
間
前
期
５
月
９
日
㈹
～

７
月
過
日
㈱
ま
で
の
、
回

◇
時
間
娼
時
鋤
分
～
即
時
釦
分

◇
締
切
５
月
２
日
㈹
定
員
に
な
り

次
第
締
切

◇
募
集
内
容

※
陶
芸
、
筆
ペ
ン
字
等
は
人
気
が
あ
り

ま
す
の
で
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ

き
）
い
。

一
Ｊ

ポ
リ
オ
免
疫
保
有
状
況
に
つ
い
て
の

厚
生
省
か
ら
の
報
告
に
よ
る
と
、
昭
和

印
～
顕
年
生
ま
れ
の
方
（
現
在
詔
～
妬

歳
）
は
、
接
種
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
の
関

係
で
、
抗
体
力
価
が
低
い
傾
向
に
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

こ
れ
ら
の
方
々
が
、
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス

が
常
在
し
て
い
る
熱
帯
・
亜
熱
帯
地
域

に
渡
航
す
る
時
や
、
お
子
さ
ん
が
ポ
リ

オ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
時
期
（
き
わ

め
て
稀
で
あ
る
が
家
庭
内
感
染
の
お
そ

れ
が
あ
る
）
に
、
予
防
接
種
を
希
望
す

る
場
合
は
接
種
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
一
度
も
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い

方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
は
つ
ら
つ
女
性
課

ま
で
。

◇
接
種
に
つ
い
て

①
時
期
６
月
頃
予
定

②
接
種
料
任
意
接
種
な
の
で
有
料

（
３
０
０
０
円
か
ら
５
０
０
０
円
）

③
希
望
申
し
込
み
締
め
切
り

５
月
訓
日

④
詳
細
に
つ
い
て
後
日
、
希
望
者
へ
連

絡
し
ま
す
。

は
つ
ら
つ
女
性
課
．
一
・

内
線
２
３
４

ポ
リ
オ
（
小
児
マ
ヒ
）

ワ
ク
チ
ン
の
定
期
外

予
防
接
種
に
つ
い
て

I

ら

眼
を
み
は
る
二
の
膳
飢
餓
の
海
忘
れ

菊
池
ふ
み
を

肩
ぽ
ん
と
叩
い
て
消
し
た
わ
だ
か
ま
り

山
谷
山
竿

こ
の
人
も
善
人
と
知
る
花
が
好
き

対
馬
一
閃

雛
く
ち
や
の
札
が
見
て
き
た
泣
き
笑
い

葛
西
あ
き
を

５
は
な
い
が
い
つ
も
愉
快
な
子
と
書
か
れ小

野
順
坊

居
酒
屋
で
仕
事
の
鬼
が
脱
ぐ
仮
面

坂
本
ふ
じ
や

食
卓
に
い
つ
も
欠
席
お
父
さ
ん

伊
香
広
翁

錯
覚
か
母
の
呼
ぶ
声
聞
く
迷
子

エ
藤
え
り
子

本
当
は
見
掛
け
も
褒
め
て
欲
し
い
の
に

佐
藤
た
ま
き

石
蹴
り
の
陰
が
夕
蝕
を
教
え
て
る

須
藤
よ
う
子

明
日
も
ま
た
生
き
る
つ
も
り
の
蝉
し
ぐ
れ加

藤
彩
人

（
川
柳
岩
木
吟
社
）

一
Ｊ

侭
し
星
が
わ
ら

|｜

川

柳

|’

題
字
斉
藤
清
泉
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青
森
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー

壷
０
１
７
（
７
７
４
７
１
２
３

Ｆ
Ａ
×
０
１
７
（
７
７
６
）
２
６
１
０

平
成
似
年
度
職
業

準
備
訓
練
生
募
集

謹
労
青
少
年
ホ
ー
ム

密
（
弧
）
３
６
０
２

く
ら
し
と
趣
味
の
教
室

前
期
募
集

曜日

火

水

木

教室の種類

陶業

萄を．．i宮

はがき絵

社交ダンス

手芸教室

善，fvhI十

謹今／過ン＝

いI－r【工左

Hがひも

定員

I5

lh

1b

15

15

1Fi

lh

lh

15

回数

10

｜（）

u

10

10

10

｜（）

｜（）
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予防接種、乳幼児健診，「母と子の相談日」の日程は，広報の他に年間
予定が一覧できる「平成12年度乳幼児の健診‘相談日予防接種のお知
らせ」を‘はつらつ女性課窓口保健センター、各支所で配布していま魂

また、出生届出時にも配布していますので、ぜひご利用ください。 

手づくりおやっ① 

郷土の 

奉三おやつに挑戦ガ 

五所川原市食生活改善推進員会 

材料（16ケ分） 

Iもち粉 	4009 

皮く小麦粉 60-80g 

L* 	300-320c.c. 
つぶあん 	5009 

油 	少々 

献血のこ案内 

期 	日 時 	問 場 	 所 

4 日岡 月28 

9:30から 
12:00まで 

高野文化センター 前 

13:00から 
15:30まで 

JAごしよがわら 

七和支店前 

5月 2日因 

10:00から 
11:30まで 

JR五所川原駅前 

13:00から 
16:00まで 

五所川原警察署前 

すくすく健診 
◆場 所】働く婦人の家・保健センター（新町バ 

ス停前） 

◆受付時間 :12時30分から12時45分 

※3歳児健診のみは12時15分から12時30分 

◆持参するもの：母子健康手帳、バスタオル 

対 象 児 期 	日 

4力月児健診 
平成11年 

12月生まれ 
5 月 2 日（火） 

1歳6力月児 

健 	診 

平成10年 

11月生まれ 
5月23日（火） 

3歳児健診 
平成 9年 

1月生まれ 
5 月18日（木） 

※お願い 健診に来られなかった方は、はつらつ女

性課までご連絡ください。病気治療中のお子さん

は、翌月の健診を受けることができます。 

すこやか発達相談 
◆場 所：働く婦人の家・保健センター（新町バ

ス停前） 

開 設 日 時 間 内 	容 

5 月17日（水） 10 :00- ・各月齢での成 
母と子 

＊午後は電話 12:00 長、発達、育児、 
の 

予約となっ 13 :00- 遊び、栄養（離 
相談日 

ています。 15:00 乳食等）相談 

トトトお知らせ●●‘ 

しとぎ餅 	 I  
素朴で飽きのこない

伝統のおやつです。 

近頃は既製品もよく

見かけますが、こねた

りまるめたりする作業

も楽しいもので、子ど

も達や若い方にも伝え

ていきたい一品です。 

毎月15号はおやつを紹

介していく予定です。 

作り方 

①もち粉と小麦粉はふるって分量の水でこね 

合わせ、良くなじませる。 

②①とつぶあんを16ケに分けて包む。 

③フライパンを弱火にかけて油をひき、もち 

を並べる。ふたをして、弱火のまま焼き形 

がつく程度に両面を焼き上げる。 

＊分量の粉に大さじ 2 の白砂糖を加えると柔 

らかくできる。 
	ろ 

ま総園寮当番医 

I」川 曜日 医療機関名 医療機関所在地 電話 

。
ノ
】
 
 

d
'
 

ノ
 

日
  

（医）俊栄会 
川崎胃腸科内科医院 

五所川原市敷島町56番地 34-3330 

n乙
 
。

J
 
 

4
'
 
/
  

土
  

（医）守生会 
中村整形タ附病院 

五所II瞭市 
字一ッ谷160番地 

34-3315 

ノ一 30 口
口
  

（医）正幸会 
対馬内科小児科医院 

五所川原市田叩る 34-3431 

※注 1.対応時間 9:OO-17:OO（電話で確認してから）。 

2．その他、消防署（救急医院案内 合34-4999）で

紹介します。 

はつらつ女性課 内線237 

\ 

五所川原市役所 if 35-2111 平成12年 4 月15日 10 

4幻

侭 、

r蝋司①＝おやつに挑戦〃

のはﾉこ℃

)てみま廿ノ

ろL生Z~1日

'1
料理紹介料理紹介

雲
五所川原市食生活改善推進員会

’
‐
１
１
０
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
。

’

1

素朴で飽きのこない
伝統のおやつです。
近頃は既製品もよく

見かけますが、これた
りまるめたりする作業
も楽しいもので、子ど
も達や若い方にも伝え
ていきたい一品です。
毎月15号はおやつを紹
介していく予定です。

献血のご案内

つぶあん500g

少々油

F
[－

’
◆場所：働く婦人の家・保健センター（新町バ

ス停前）

◆受付時間：12時30分から12時45分
※3歳児健診のみは12時15分から12時30分

◆持参するもの：母子健康手|帳、バスタオル

①州と小麦粉…尋て分量の水でこね｜
作り方

合わせ、良くなじませる。，
②①とつぶあんを16ケに分けて包む。
③フライパンを弱火にかけて油をひき、もち
を並べる。ふたをして、弱火のまま焼き形

職簾噸震錘二薯ゴらか<できる。

『

※お願い健診に来られなかった方は、はつらつ女

瞳
性課までご連絡ください。病気治療中のお子さん
は、翌月の健診を受けることができます。

＝=＝＝＝＝＝。－

◆場所：働く婦人の家・保健センター（新町バ
ス停前）

「医療羅閏了

－

’ ’
”しお知らせq“ ※注1対応時間9:00～17:00(電話で確認してから)。

2.その他、消防署(救急医I境案内金34-4999)で
紹介します。

五所川原市役所丑35-2111平成12年4月15日10

一一

しとぎ餅

期日

4月28日樹

5月2日脚

時間

9

12

昭
正

IC

11

12

16

30から

〕0まで

〕0から

30まで

)0から

30まで

00から

:00まで

場 所

高野文化センター前

JAごしょがわら
七和支店前

JR五所川原駅前

五所川原警察署前

すぐすぐ健診

4カ月児健診

1歳6カ月児
健診

3歳児健診

対象児

平成11年
12月生まれ

平成10年
11月生まれ

平成9年
1月生まれ

期日

5月2日(火）

5月23日(火）

5月18日(木）

すこやか発達相談

月/日

4／

4/29

曜日

日

土

4/30 日
(医)正幸会・
対馬内科小児科医院

五所|||原市田町4-5 34-3431

(医)俊栄会
111崎胃腸科内科医院

五所Ill原制鳴川56誰地

(医)守生会
中村棚外科病院

五所ill原市
字一ﾂ谷160番地

34-3315

医療機関所在地 電話

34-3330

母と子

の

相談日

開設日

5月17日（水）
*午後は電話
予約となつ

ています。

時間

10:00～

12:00

13:00～

15:00

内容

･各月齢での成

長、発達、育児、
遊び、栄養（雛

乳食等）相談

予防接種､乳幼児健診､｢母と子の相談日｣の日程は､広報の他に年間
予定が一覧できる「平成12年度乳幼児の健診･相談B･予防接種のお知
らせ」を､はつらつ女性課窓口､保健センター､各支所で配布していますも
誰､出生届出時にも配布していますので､ぜひご利用くださいg
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